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建設の背景
　台東区は、「上野」、「浅草」を擁する江戸時代より

続く庶民の町「下町」である。

　今日、大都市東京における駐車場不足は、街づく

りの上で大きな課題のひとつとなっている。モータ

リーゼーションの進展により、都市部における路上

での大量の違法駐車は、慢性的な交通渋滞を引き起

こし、交通事故の誘因ともなっており、都市環境や

防災上にも多くの問題を抱えている。

　建設用地である浅草は、商業、文化、観光、そし

て娯楽という個性ある盛り場を背景に、時代ととも

に繁栄し、今日の台東区の発展を導いてきた。しか

し、駐車場不足の問題は、深刻であり早急に解決し

なければならない課題のひとつであった。

事業の概要
敷地の位置：東京都台東区雷門二丁目地先

地域地区：区道台第５９号線

敷地面積：３,８００.１５５㎡

建築面積：２５.４４４㎡（地上部）

延べ面積：１１,４４３.７９２㎡

規　　模：地下３階、地上１階

構　　造：ＲＣ造、柱ＳＲＣ造

※建築内装・設備について計画通知を提出

工　　期：平成７年１２月～平成１２年６月

計画設計及び施工上の特徴
�　全体計画との調和

①入出車庫口は、道路脇部に設置することが難し

いため、中央分離帯内に、各１箇所を設置した。

出入口は、交通量及びイベント時（浅草三社祭り、

隅田川花火大会等）の対応を考慮し、歩行者の安

全と周辺道路の交通流の影響が少ない方向へのア

クセスとした。

②利用者の出入口は、在来よりも歩道幅員を１.５ｍ

拡幅し、階段３箇所、エレベーター１箇所を設置

した。利用者の動線及び利便性を考慮するととも

に、各出入口の向きを浅草寺、雷門とし、特にエ

レベーターは降りると正面が雷門の目前となるよ

うに、インパクトある配置とした。

③周辺景観との調和を考えて、入出車庫口及び階

段、エレベーターの壁、各階段の柱等は、雷門を
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イメージとしたデザイン、色彩とした。

�　現地に即応した工法

①山留壁工は、官民境界に近接して建設するため、

地盤の変形を低減でき、止水性が期待できる工法

が必要であるため、連続地中壁工法と比較した結

果、施工性と経済性を考え、ソイルセメント壁

（ＳＭＷ）工法とした。

②地盤改良工は、深層混合改良（ＣＤＭ）工法と

比較し、近接構造物や道路交通へ与える影響が少

なく、都市土木で実績があるコラムジェットグラ

ウト（ＣＪＧ）工法とした。

�　コスト縮減、省エネルギーの努力・工夫

①発生土のうち２,０００�を指定地処分から工事間

利用へと変更した。

②鉄骨柱のアンカーフレームを現場取付けから工

場取付けに変更し、効率的かつ経済的に作業が行

えるようにした。

③維持費のなかでも大きな割合を占める、照明、

動力エネルギーの大幅な軽減を図るため。照明制

御システム、メインの給排気ファンにＣＯ２センサ

ーを組み込みインバーターで制御する機器等を積

極的に採用するなど、省エネルギーを徹底した。

�　関係機関との協力による事業実施上の効果

　占用企業者の協力により、建設に伴い支障となる

地下埋設物移設工事を共同掘削することにより、工

事期間の短縮と掘り返しの抑制をはかった。
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